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ド
イ
ツ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
一
。
8
＼
ざ
寒
魯
諾
菖
品
霞
碧
器
欝
）

九
〇
　
　
（
一
五
八
八
）

ド
イ
ツ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
一
§
＼
δ
穿
募
旨
遷
閃
羅
邑

石

ノ

明

　
　
　
1
　
新
司
法
補
助
官
法
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
五
七
年
の
司
法
補
助
官
法
は
一
九
七
〇
年
七
月
一
日
す
で
に
前
年
に
公

布
さ
れ
た
一
九
六
九
年
一
一
月
五
日
の
新
司
法
補
助
官
法
へ
零
曽
ら
8
記
・

。
㎝
）
の
施
行
－
一
九
七
〇
年
六
月
二
七
日
の
第
一
回
改
正
法
と
と
も
に
施
行
1

に
伴
つ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
新
司
法
補
助
官
法
は
、
司
法
補
助
官
の
身
分
の

向
上
を
計
る
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
従
来
の
こ
の
種
の
法
律
に
は
稀
に
し
か
み

ら
れ
な
か
つ
た
現
象
で
あ
る
が
、
厳
格
な
法
律
学
教
育
、
ぎ
び
し
い
選
抜
に
合

格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
司
法
補
助
官
に
当
然
に
要
求
さ
れ
る
責
任
強
化
て

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
2
）

　
立
法
理
由
に
よ
る
と
新
司
法
補
助
官
法
の
ね
ら
い
は
、
そ
れ
程
重
要
で
な
い

行
為
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

勿
論
司
法
補
助
官
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
い
わ
ゆ
る
本
条
の
司
法
作
用
（
法

判
断
そ
れ
自
体
）
を
、
換
言
す
れ
ば
紛
争
解
決
の
た
め
の
裁
判
を
担
当
す
る
こ
と

　
　
　
　
（
3
）

は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
そ
の
政
府
原
案
の
理
由
書
は
以
下
の
よ
う
に

強
調
し
て
い
る
。
　
「
司
法
補
助
官
は
基
本
法
の
意
味
に
お
け
る
裁
判
官
で
は
な

い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
に
裁
判
官
の
権
限
を
委
ね
る
場
合
も
、
司
法
権
は
裁

判
官
に
帰
属
す
る
と
規
定
す
る
基
本
法
九
二
条
の
範
囲
を
こ
え
る
こ
と
は
で
き

　
（
4
）

な
い
」
と
．
一
九
六
九
年
六
月
一
八
日
の
ド
イ
ッ
議
会
（
切
茸
山
婁
轟
）
法
律
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

会
報
告
（
審
吋
評
膏
馨
α
＄
寄
魯
房
即
・
馨
言
ゆ
）
も
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
非
争
訟
的
司
法
事
件
（
箒
≧
豊
①
鴨
昌
卑
目
α
簿
昌
鐸
弩
①
三
の
臼

寄
昌
毎
冨
品
9
の
負
担
か
ら
の
裁
判
官
の
解
放
を
論
じ
、
こ
れ
ら
多
く
の
事
件

の
う
ち
、
困
難
な
法
律
問
題
を
含
む
と
か
、
処
理
上
困
難
な
問
題
を
伴
う
事
件

の
み
を
裁
判
官
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

：皿

新
司
法
補
助
官
法
の
問
題
点

　
以
下
、
笛
魯
零
冨
箆
の
批
判
を
紹
介
し
つ
つ
新
司
法
補
助
官
法
の
問
題
点
を

指
摘
L
て
み
よ
う
。
す
で
に
前
節
に
お
い
て
二
つ
の
問
題
を
提
示
し
た
。
す
な

わ
ち
第
一
に
、
非
争
訟
的
司
法
事
件
を
重
要
な
も
の
と
重
要
で
な
い
も
の
、
そ

の
取
扱
が
困
難
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
分
類
し
た
が
、
こ
の
分
類
が



適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
。
第
二
は
司
法
補
助
官
に
狭

義
の
司
法
作
用
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
前
提
が
つ
ら
ぬ
か
れ
た
か
否
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
順
次
検
討
し
て
み
よ
う
．

　
①
　
司
法
補
助
官
の
職
務
　
司
法
補
助
官
は
真
に
重
要
な
ら
ざ
る
事
件
の
み

を
管
轄
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
は
か
な
り
疑
問
で
あ
る
。
新
司
法
補
助
官

法
の
改
正
が
、
そ
の
解
決
に
法
律
学
の
学
識
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
常
識
と
か
具

体
的
妥
当
性
あ
る
判
断
能
力
を
必
要
と
す
る
多
く
の
行
為
を
裁
判
官
の
負
担
か

ら
は
ず
す
と
い
う
目
的
を
も
つ
て
な
さ
れ
、
こ
の
目
的
そ
れ
自
体
は
問
題
が
な

く
正
し
い
と
い
え
よ
う
。
L
か
し
、
問
題
は
｝
H
ぎ
ω
9
＆
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
を
い
か
な
る
基
準
に

L
た
が
つ
て
区
別
す
べ
ぎ
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
①
　
ま
ず
新
司
法
補
助
官
法
に
よ
り
い
か
な
る
職
務
が
司
法
補
助
官
に
課
せ

ら
れ
る
か
を
み
て
み
よ
う
。
司
法
補
助
官
の
包
括
的
職
務
行
為
は
一
九
五
七
年

の
旧
司
法
補
助
官
法
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
．
新
に
司
法
補
助
官
の
職
務
行
為

と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
は
（
三
条
一
号
）
以
下
の
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
夫
婦

財
産
制
登
記
事
件
（
象
醇
括
。
算
弩
の
蜂
塁
即
9
g
）
、
証
書
事
件
（
q
鱒
冒
伍
舞
3
豊

失
踪
事
件
（
＜
霧
畠
＆
①
昌
貫
馨
魯
Φ
巳
、
不
動
産
登
記
事
件
、
強
制
競
売
法
に
よ

る
手
続
、
Z
P
O
、
Z
V
G
に
よ
る
執
行
以
外
の
配
当
手
続
、
耕
地
整
理
法

（
三
彗
富
邑
該
讐
護
品
霧
旦
七
五
条
二
項
、
土
地
供
給
法
（
霊
且
げ
①
。。
畠
轟
巷
鴨
－

鴨
里
巴
五
四
条
三
項
、
航
空
法
（
冒
津
ぎ
爵
。
ぼ
轟
霧
琶
二
八
条
二
項
及
び
連

邦
建
設
法
（
ω
§
舅
富
護
霧
§
　
一
一
九
条
三
項
に
よ
る
配
当
手
続
。

　
以
上
の
権
限
に
加
え
て
、
一
九
七
〇
年
六
月
二
七
日
の
改
正
に
よ
つ
て
司
法

　
　
　
ド
イ
ッ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
一
8
◎
＼
お
穿
9
冨
冨
罐
①
品
窃
Φ
詳
）

補
助
官
の
権
限
と
し
て
F
G
G
一
六
三
条
の
場
合
に
お
け
る
宣
誓
に
か
わ
る
保

証
を
履
行
す
る
権
限
が
新
に
与
え
ら
れ
た
．
開
示
宣
誓
が
一
般
に
宣
抵
．
に
代
る

表
示
に
お
き
か
え
ら
れ
た
の
で
、
司
法
補
助
官
法
二
〇
条
一
七
号
の
執
行
管
轄

に
関
し
て
い
え
ば
、
Z
P
O
八
八
九
条
の
場
合
及
び
Z
P
O
八
〇
七
、
八
八
三

条
二
項
、
八
九
九
条
以
下
に
よ
る
宣
誓
に
か
わ
る
保
証
の
履
行
は
司
法
補
助
官

の
権
限
と
さ
れ
た
．

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
司
法
補
助
官
の
権
限
の
拡
大
は
、
そ
の
重
要
性
を
著

し
く
高
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
．
ま
た
司
法
補
助
官
は
不
動
産
登
記
事
件
に
お

い
て
一
定
の
判
断
機
関
的
性
格
を
強
め
る
一
方
、
強
制
競
売
、
強
制
管
理
の
担

当
機
関
に
も
な
つ
た
．
前
者
に
よ
つ
て
、
非
訟
事
件
の
分
野
に
お
け
る
所
有
権

保
護
の
最
も
重
要
な
領
域
が
司
法
補
助
官
の
管
轄
事
項
に
な
つ
た
し
、
後
者
に

よ
つ
て
執
行
権
の
行
使
が
大
幅
に
司
法
補
助
官
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
．
権
限
の
拡
大
に
よ
る
司
法
補
助
官
の
地
位
の
向
上
と
い
う
傾
向
は
、
前
記

一
九
七
〇
年
六
月
二
七
日
の
Z
。
＜
亀
①
に
よ
つ
て
も
引
続
き
促
進
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
同
改
正
法
に
よ
れ
ば
、
Z
P
O
の
執
行
手
続
に
お
い
て
Z
P
O
七
六

五
条
の
a
の
判
断
も
司
法
補
助
官
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る

（
閑
も
凝
一
条
七
号
）

　
非
訟
事
件
、
破
産
手
続
、
和
議
手
続
に
お
い
て
裁
判
官
に
留
保
さ
れ
た
行
為

の
範
囲
（
響
凝
三
条
二
号
、
一
四
～
一
九
条
）
は
数
の
上
で
は
減
少
し
た
．
裁
判

官
へ
の
留
保
が
広
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
司
法
補
助
官
の
地
位
は
逆
に

強
化
向
上
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
後
見
事
件
に
お
け
る
留
保
（
切
菖
鮫
三
条
二

号
の
a
、
一
四
条
）
は
後
退
し
て
い
る
。
一
九
五
七
年
の
司
法
補
助
官
法
一
二
条

の
旧
列
挙
と
は
反
対
に
、
特
に
被
後
見
人
の
利
益
を
危
殆
に
ひ
ん
せ
し
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
一
五
八
九
）



　
　
　
ド
イ
ツ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
δ
8
＼
8
即
9
窪
署
留
鴨
茜
窃
Φ
言
）

こ
と
を
理
由
と
す
る
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
護
者
（
冨
轟
＆
、
保
佐
人

（
ω
①
奪
弩
α
）
の
解
任
（
困
ω
一
。。
。。
①
し
。

。
貫
這
声
鵠
緯
条
）
B
G
B
一
六
七
八

条
ー
一
六
八
○
条
の
親
権
の
問
題
の
規
制
等
が
新
法
で
は
裁
判
官
へ
の
留
保
事

項
に
さ
れ
て
い
な
い
。
B
G
B
二
二
八
二
条
・
一
三
八
三
条
（
持
参
財
産

よ
り
生
ず
る
利
益
を
取
得
す
る
夫
の
権
利
に
つ
き
規
定
す
る
）
に
よ
る
調
整
請
求
権

（
》
房
α
q
葱
魯
聾
三
霞
毒
咬
）
の
猶
予
．
及
び
そ
の
目
的
財
産
の
引
渡
も
同
様
で
あ

る
。
遺
産
並
び
に
そ
の
分
割
事
件
（
閃
冨
。
q
一
六
条
）
及
び
商
事
事
件
、
登
録
事

件
（
響
凝
一
七
条
）
に
つ
い
て
も
裁
判
官
の
留
保
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
逆
に

破
産
、
和
議
手
続
に
あ
つ
て
も
司
法
補
助
官
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
た
．
以
後
裁

判
官
は
破
産
和
議
の
開
始
決
定
を
な
し
、
暫
定
的
に
管
財
人
を
選
任
す
る
だ
け

の
権
限
を
も
つ
に
と
ど
ま
る
。
（
ぎ
凝
一
八
、
一
九
条
参
照
）
。
か
よ
う
な
諸
点
で

は
司
法
補
助
官
へ
の
権
限
移
譲
の
経
済
的
意
義
は
大
き
い
．

　
民
法
上
の
法
的
紛
争
事
件
に
お
け
る
司
法
補
助
官
へ
の
権
限
移
譲
も
広
範
囲

に
わ
た
る
．
執
行
裁
判
所
の
管
轄
事
件
が
完
全
に
司
法
補
助
官
へ
移
譲
さ
れ
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

　
Z
P
O
七
六
六
条
の
異
議
手
続
（
方
法
異
議
）
は
裁
判
官
に
留
保
さ
れ
た
が
、

重
要
な
も
の
だ
け
挙
げ
て
も
、
司
法
救
助
法
手
続
（
響
昔
二
〇
条
五
号
）
．
非
嫡

出
子
法
に
よ
る
規
則
的
扶
養
義
務
の
確
定
、
未
履
行
扶
養
義
務
の
猶
予
（
閃
冨
頓

二
〇
条
一
〇
号
）
、
非
嫡
出
子
法
に
よ
る
扶
養
の
債
務
名
義
の
新
法
へ
の
置
換

（
d
冒
器
目
毯
㎎
）
等
が
あ
る
。

　
②
　
事
件
の
管
轄
裁
判
官
並
び
に
司
法
補
助
官
へ
の
分
類
は
以
上
の
ご
と
く

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
司
法
補
助
官
の
行
為
の
事
実

上
並
び
に
法
律
上
の
困
難
さ
の
程
度
い
か
ん
が
問
題
に
な
る
．
そ
し
て
司
法
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
（
一
五
九
〇
）

助
官
に
必
ず
し
も
簡
易
な
事
件
だ
け
が
ま
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

り
複
雑
な
且
つ
困
難
な
事
件
が
ま
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
．
缶
筈
零
箒
置

は
そ
の
例
と
し
て
不
動
産
登
記
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
補
助

官
は
以
後
公
の
遺
言
（
岳
昌
瀞
註
喜
。
目
婁
弩
①
邑
に
よ
る
不
動
産
登
記
簿
訂

正
の
申
立
に
つ
い
て
の
判
断
を
要
求
さ
れ
る
（
Q
8
三
五
条
）
．
そ
の
場
合
、
最

も
難
か
し
い
相
続
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
反
し
て
遺
産
関
係
の
司
法
補
助
官
は
法
定
相
続
の
場
合
に
つ
い
て
だ
け

（
琶
鴨
ω
Φ
邑
喜
零
甲
窪
。
H
鴨
づ
）
相
続
証
を
発
行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
ぎ
譜

一
六
条
六
号
）
と
い
う
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
さ
ら
に
司
法
補
助
官
は
以
後
G
B

O
一
八
条
に
よ
り
異
議
又
は
仮
登
記
に
つ
い
て
の
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
そ
の
性
質
か
ら
み
て
、
仮
処
分
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
法
的
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

難
性
に
つ
い
て
は
既
に
頃
善
砿
畠
匿
が
別
の
個
所
で
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
G
B
O
一
八
条
は
「
登
記
の
申
立
に
障
害
の
存
す
る
場
合
、
登
記
官
は
理

由
を
付
し
て
申
立
を
却
下
す
る
か
、
あ
る
い
は
申
立
人
に
対
し
右
障
害
の
除
却

の
た
め
の
相
当
の
期
間
の
設
定
が
で
ぎ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

登
記
官
吏
の
裁
量
に
よ
る
選
択
の
自
由
は
な
い
。
む
し
ろ
既
に
申
立
人
に
期
待

権
が
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
右
相
当
期
間
の
定
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
場
合
は
G
B
O
一
八
条
二
項
に
よ
り
仮
登
記
又
は
異
議
が
記
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
．
そ
こ
で
い
か
な
る
場
合
に
期
待
権
が
帰
属
す
る
か
の
間
題
は
実
体

法
の
最
も
困
難
な
問
題
で
あ
る
．
司
法
補
助
官
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
断
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
而
も
こ
の
純
法
律
的
に
困
難
な
判
断
に

経
済
的
価
値
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
＝
菩
の
魯
＆
は
以
上
の
ご
と
き
不
動
産
登
記
の
例
の
ほ
か
B
G
B
二
二
八
三



条
の
調
整
請
求
権
　
＞
壼
巴
魯
訂
惹
審
臣
お
ノ
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
司
法
補
助

官
に
は
比
較
的
容
易
で
重
要
性
の
少
な
い
事
件
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
主
張
は
正
し
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
2
　
紛
争
解
決
裁
判
宮
と
し
て
の
司
法
補
助
官
　
第
二
の
問
題
の
検
討
に
入

ろ
う
．
既
述
の
通
り
、
新
司
法
補
助
官
法
理
由
書
は
、
紛
争
の
法
的
解
決
が
裁

判
官
の
職
責
で
あ
る
か
ら
、
司
法
補
助
官
に
は
い
か
な
る
場
合
に
も
訴
訟
事
件

の
担
当
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
．
こ
の
点
で
新
司
法
補
助
官
法

に
問
題
が
全
く
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
頃
ぎ
零
ぎ
5
は
、
ま
ず
争
い
の

な
い
司
法
作
用
の
中
心
領
域
を
「
当
事
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
既
判
力
あ
る
裁

判
」
と
概
念
規
定
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
以
下
の
議
論
を
展
開
す
る
．

　
a
、
イ
、
一
九
五
七
年
の
司
法
補
助
官
法
は
、
す
で
に
Z
P
O
六
八
八
条
以

下
の
督
促
手
続
を
司
法
補
助
官
に
委
ね
た
（
お
罵
閃
島
咬
一
九
条
一
号
酵
一
8
書
（
）

智
島
二
〇
条
一
号
）
．
督
促
手
続
が
私
権
実
現
の
手
続
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
。
Z
P
O
六
九
一
条
一
項
は
、
債
権
者
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
事
実
に
基
づ

い
て
、
主
張
さ
れ
た
請
求
権
の
一
貫
性
（
ω
。
三
農
蒔
苓
5
を
十
分
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
欠
席
判
定
を
す
る
場
合
の

ω
昌
｝
島
蒔
蓉
津
の
調
査
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
欠
席
判
決
は
そ
の
手
続
に
お

い
て
紛
争
が
支
配
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
本
来
の
司
法
作
用
で
あ

る
こ
と
に
変
り
が
な
い
。
欠
席
判
決
は
一
定
期
間
異
議
の
申
立
な
く
経
過
す
れ

ば
既
判
力
を
生
じ
る
。
同
じ
こ
と
は
支
払
命
令
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
既
判
力

あ
る
支
払
命
令
は
既
判
力
あ
る
欠
席
判
決
と
そ
の
効
果
に
お
い
て
同
一
で
あ

る
．
そ
こ
で
例
え
ば
毛
霞
ぢ
誉
琵
昌
が
支
払
命
令
を
さ
し
て
司
法
補
助
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

司
法
行
為
と
呼
ぶ
の
は
正
当
で
あ
る
。

　
　
　
ド
イ
ッ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
る
8
＼
ざ
短
魯
富
呂
①
α
q
Φ
茜
①
m
①
旦

　
・
、
す
で
に
一
九
五
七
年
の
司
法
補
助
官
法
は
司
法
補
助
官
に
対
し
、
合
資

会
社
の
有
限
責
任
社
員
（
因
§
暴
呂
三
ω
瞥
雲
）
及
び
匿
名
組
合
員
の
特
別
提
示
請

求
権
（
幕
程
密
§
号
注
喜
①
一
亀
。
琶
豊
8
器
畠
旦
に
つ
い
て
の
裁
判
の
権
限

を
与
え
て
い
る
（
＝
O
ω
一
六
六
条
三
項
、
三
一
二
八
条
三
項
問
Ω
Ω
一
四
五
条
（
一
。
q
刈

ぎ
器
5
三
8
。
智
器
一
七
条
参
照
）
。
こ
れ
に
反
し
て
、
通
常
提
示
請
求
権
は

従
来
も
現
在
も
民
事
訴
訟
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
通
常
提
示

請
求
権
の
主
張
は
司
法
の
概
念
に
含
ま
れ
る
か
ら
そ
の
申
立
に
対
す
る
判
断
は

裁
判
官
の
職
責
と
さ
れ
、
特
別
提
示
請
求
権
を
め
ぐ
る
争
は
こ
れ
と
は
逆
に
本

来
の
司
法
作
用
で
は
な
い
か
ら
司
法
補
助
官
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る
が
ご
と
き

議
論
は
正
し
く
な
い
。
仮
り
に
紛
争
の
存
否
を
司
法
作
用
の
概
念
規
定
の
基
準

と
す
る
に
し
て
も
、
前
記
議
論
が
妥
当
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
け
だ
し
、

特
別
提
示
請
求
の
場
合
で
も
、
請
求
権
の
存
否
を
め
ぐ
つ
て
常
に
紛
争
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
．
特
別
提
示
請
求
権
と
通
常
提
示
請
求
権
と
の
同
種
性
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

点
に
関
す
る
判
例
に
よ
つ
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
通
常

の
年
間
貸
借
対
照
表
（
詩
お
覧
馨
禽
鴨
旨
日
Φ
m
琶
導
巴
提
出
を
理
な
く
し
て

拒
む
こ
と
は
、
H
G
B
一
六
六
条
三
項
、
三
三
八
条
三
項
の
い
わ
ゆ
る
重
大
な

事
由
に
該
当
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
権
利
者
に
非
訟
事
件
裁
判
所
の
手
続
又
は
通

常
訴
訟
手
続
の
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
の
選
択
権
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

解
で
あ
り
、
学
説
に
よ
つ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
結
論
的
に
は
、
特
別
提
示
請
求
権
の
場
合
、
非
訟
事
件
に
法
規
上
分

類
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
性
質
上
そ
れ
は
真
正
争
訟
事
件
な
の
で
あ
る
と
い
わ

　
　
　
　
　
（
1
2
）

ざ
る
を
得
な
い
．
通
常
提
示
請
求
、
特
別
提
示
請
求
い
ず
れ
の
場
合
に
も
B
G

B
一
九
四
条
の
請
求
権
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
に
一
九
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
五
九
ご



　
　
　
ド
イ
ッ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
お
8
／
δ
即
9
暮
m
葛
品
Φ
嶺
。
器
旦

年
の
司
法
補
助
官
法
の
制
定
以
前
か
ら
、
H
G
B
一
六
六
条
三
項
、
三
三
八
条

三
項
の
手
続
に
お
け
る
裁
判
が
非
訟
事
件
の
い
わ
ゆ
る
真
正
争
訟
事
件
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

こ
と
を
閏
ぎ
零
箒
箆
自
身
指
摘
し
て
い
た
し
、
さ
ら
に
は
こ
の
種
の
事
件
を
司

法
補
助
官
の
管
轄
に
属
せ
し
め
る
こ
と
は
、
司
法
補
助
官
に
間
違
い
な
く
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

官
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
な
る
と
し
て
反
対
し
て
い
た
。
そ
こ
で
頃
昌
の
魯
畳

は
そ
の
立
案
に
あ
た
つ
た
連
邦
法
務
省
を
批
判
し
て
い
う
。
前
記
の
反
対
意
見

が
法
務
省
の
立
案
担
当
者
の
目
に
と
ま
ら
な
か
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
新

司
法
補
助
官
法
が
こ
の
種
の
職
分
管
轄
の
分
配
を
維
持
す
る
の
は
、
司
法
補
助

官
に
真
正
司
法
作
用
を
委
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
，
理

由
書
は
こ
の
点
に
つ
い
て
反
対
の
説
明
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
説
得
力
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
と
。

　
b
、
一
九
六
九
／
七
〇
年
の
新
司
法
補
助
官
法
も
旧
法
の
路
線
を
承
継
し
て

い
る
。

　
イ
、
B
G
B
二
二
八
三
条
の
手
続
に
関
し
て
は
、
そ
の
性
質
上
契
約
扶
助

（
＜
艮
声
嘘
巨
琶
が
問
題
で
あ
る
．
所
得
調
整
債
権
者
（
浮
鴨
慧
暮
き
邑
簿
デ

笹
習
蕊
鴨
り
）
は
特
殊
な
所
得
調
整
請
求
権
を
主
張
し
て
い
る
．
っ
ま
り
二
当
事
者

対
立
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
手
続
は
F
G
G
五
三
条
a
に
準
じ
る
（
原
則
的
に
口

頭
弁
論
が
開
か
れ
る
）
。
そ
の
裁
判
は
形
式
的
確
定
力
、
既
判
力
を
生
じ
、
Z
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

0
八
九
四
条
に
よ
り
執
行
力
を
も
つ
。
B
G
B
；
天
三
条
F
G
G
五
三
条
の

a
の
手
続
は
調
整
請
求
権
の
順
に
つ
ぎ
争
の
存
す
る
場
合
に
も
許
さ
れ
る
。

　
ロ
、
所
得
調
整
請
求
権
の
猶
予
（
B
G
B
；
天
二
条
）
も
ま
た
R
f
I
G
三

条
二
号
a
に
よ
り
司
法
補
助
官
の
管
轄
に
属
す
る
。
そ
の
手
続
は
F
G
G
五
三

条
a
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
．
B
G
B
二
二
八
二
条
一
項
は
調
整
請
求
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
一
五
九
二
）

に
つ
い
て
紛
争
が
な
い
場
合
に
限
り
後
見
裁
判
所
の
管
轄
が
認
め
ら
れ
て
い

る
．
右
債
権
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
件
は
裁
判
官
が
こ
れ
を
管
轄
す

る
（
五
号
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
か
ら
債
権
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
に
だ

け
争
訟
事
件
で
あ
る
と
帰
結
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
．
B
G
B
一
三
八
二
条
の

立
法
者
は
こ
こ
で
は
む
し
ろ
契
約
扶
助
法
（
＜
Φ
詳
周
夷
畳
幕
讐
璋
N
）
を
モ
デ
ル

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
契
約
扶
助
事
件
は
し
か
し
な
が
ら
狭
義
の
司
法
作
用
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
こ
の

－
手
続
に
あ
つ
て
は
、
実
体
法
的
に
特
別
な
適
合
請
求
権
（
》
暮
毯
§
暢
普
ε
暑
＆

が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
契
約
扶
助
は
B
G
B
二
四
二
条
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

さ
れ
る
場
合
で
あ
る
．
猶
予
請
求
権
に
つ
い
て
の
手
続
に
あ
つ
て
は
民
事
訴
訟

に
お
け
る
が
ご
と
く
争
訟
が
支
配
す
る
こ
と
が
あ
る
．
そ
れ
故
に
F
G
G
五
三

条
a
は
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
を
規
定
し
和
解
を
す
す
め
る
べ
き
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
B
G
B
一
九
三
四
条
五
項
の
非
嫡
出
子
の
予
め
す
る
相
続
調
整

請
求
権
の
猶
予
に
F
G
G
五
三
条
a
が
適
用
さ
れ
、
司
法
補
助
官
の
管
轄
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
B
G
B
二
三
三
一
条
a
の
遺
留
分
請
求
権
の
猶
予
も
司
法
補
助

官
の
管
轄
に
属
す
る
（
閃
冨
鮫
三
条
二
号
C
）
．
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
争
あ

る
場
合
、
そ
の
解
決
は
民
事
訴
訟
に
よ
る
が
、
紛
争
が
な
け
れ
ば
、
B
G
B
一

三
八
二
条
二
項
ー
四
項
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
見
事
件
司
法
補
助
官

の
か
わ
り
に
遺
産
事
件
司
法
補
助
官
の
管
轄
に
属
す
る
。
手
続
は
F
G
G
五
三

条
a
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

　
更
に
非
嫡
出
子
の
法
的
地
位
に
関
す
る
法
律
（
Ω
§
欝
5
零
駐
§
琶
艮
①

ω
琶
一
冒
α
q
α
震
三
身
魯
呂
9
窪
昏
呂
旦
は
扶
養
請
求
権
に
つ
い
て
新
な
規
定
を



お
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
非
嫡
出
子
の
通
常
の
扶
養
（
短
豊
茸
醇
言
ε
は
Z

P
O
六
四
二
条
a
l
d
に
よ
り
司
法
補
助
官
に
よ
り
確
定
さ
れ
る
．
更
に
、
以

後
ぱ
遅
滞
せ
る
扶
養
義
務
の
猶
予
の
申
立
、
猶
予
の
取
消
又
は
変
更
の
申
立
に

つ
い
て
の
判
断
も
Z
P
O
六
四
三
条
a
一
項
二
段
、
六
四
二
条
等
に
よ
り
、
司

法
補
助
官
（
一
霧
暑
。
ξ
凝
二
〇
条
一
〇
号
）
の
職
務
と
さ
れ
た
．
国
ぎ
零
訂
5

に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
扶
養
請
求
権
の
表
に
よ
る
確
定
は
扶
養
請
求
権
の
額
に

よ
る
具
体
化
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
司
法
作
用
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

（
18
）

が
、
猶
予
の
裁
判
に
あ
つ
て
は
実
質
的
に
契
約
援
助
（
＜
貧
声
鵯
菖
琶
が
問
題

な
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
つ
て
司
法
作
用
が
問
題
に
な
つ
て
い
る
は
ず
で
あ

ろ
．
そ
こ
で
よ
り
単
純
な
猶
予
手
続
だ
け
は
実
際
上
の
理
由
か
ら
、
そ
れ
が
司

法
作
用
で
は
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
司
法
補
助
官
に
こ
れ
を
委
ね

る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
争
訟
手
続
と
非
訟
手

続
と
い
5
区
別
が
司
法
補
助
官
の
権
限
分
掌
の
基
準
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
こ

と
を
以
上
の
例
は
示
し
て
い
る
．
む
し
ろ
そ
こ
で
問
題
な
の
は
ー
－
争
訟
事
件
を

民
訴
か
ら
非
訟
事
件
へ
移
す
場
合
に
問
題
に
な
る
よ
う
に
ー
実
務
上
の
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

（
勺
声
葬
涛
暮
…
薙
塞
腎
≦
餌
㎎
毒
閃
臼
）
で
あ
る
。

皿

　
か
く
し
て
彼
は
以
下
の
三
つ
の
結
論
を
出
し
て
い
る
．

　
1
、
司
法
補
助
官
は
法
律
上
は
日
常
茶
飯
の
広
範
囲
な
行
為
を
新
に
分
担
せ

し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
事
件
は
裁
判
官
の
担
当
す
る
事
件
と
比

較
し
て
必
ず
し
も
重
要
性
の
少
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
．
身
分
法
事
件
に
つ

い
て
も
財
産
法
事
件
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

　
　
　
ド
イ
ッ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
一
8
ゆ
／
8
閃
Φ
9
＄
葛
£
零
鴨
器
旨
）

　
2
、
多
く
の
真
正
争
訟
事
件
が
司
法
補
助
官
の
権
限
と
さ
れ
た
．
司
法
補
助

官
は
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
私
権
に
つ
き
ま
さ
に
司
法
的
判
断
を
下
す
こ
と

に
な
る
。
G
G
九
二
条
以
下
の
司
法
権
は
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
可
能
性
と
し
て
は
、
司
法
補
助
官
を
裁
判

官
と
み
る
か
あ
る
い
は
利
害
関
係
人
が
G
G
一
〇
一
条
一
項
二
段
の
規
定
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

り
憲
法
抗
告
が
で
き
る
憲
法
違
反
あ
り
と
み
る
か
で
あ
る
。
司
法
補
助
官
が
裁

判
官
た
り
う
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
＝
暮
鶉
ぎ
賦
は
肯
定
的
に
解
し
て

　
（
2
1
）

い
る
．
よ
り
一
層
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。

　
3
、
司
法
補
助
官
は
司
法
補
助
官
専
門
学
校
（
霧
。
蓼
菖
£
Φ
馬
碧
浮
8
薄
巨
δ

に
お
け
る
厳
し
い
教
育
を
、
そ
れ
に
伴
い
責
任
強
化
へ
の
長
い
困
難
な
道
を
要

　
　
　
（
箆
）

求
さ
れ
る
．
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
司
法
補
助
官
の
地
位
の
向
上

を
拒
む
べ
ぎ
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
評
富
魯
＆
の
主
張
す
る
以
上
三
点
の
指
摘
の
う
ち
第
一
点
に
は
賛
成
し
得

る
．
第
二
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
司
法
補
助
官
は
裁
判
官
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
判
断
を
裁
判
所
に
お
い
て
争
う
余
地
を
残
し
て
お
け
ぼ
、
司
法
補

助
官
に
争
訟
事
件
の
解
決
・
判
断
を
委
ね
る
こ
と
は
G
G
一
〇
一
条
一
項
二
段

違
反
に
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
訴
訟
手
続
に
訴
え
る
余
地
を
認
め
な

い
、
換
言
す
れ
ば
司
法
補
助
官
が
狭
義
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
終
審
と
し
て
判

断
し
て
は
じ
め
て
G
G
一
〇
一
条
一
項
二
段
の
規
定
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
第
三
の
指
摘
は
正
当
で
あ
ろ
う
．
司
法
補
助
官
の
権
限
を
拡
大
す
る
前
提

と
し
て
は
、
当
然
司
法
補
助
官
の
よ
り
一
層
の
質
的
向
上
が
計
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

九
五
　
　
（
一
五
九
三
）



ト
イ
ッ
の
新
司
法
補
助
官
法
（
一
8
。
／
8
切
①
9
冨
毬
①
囎
韻
雷
9
N
）

　
　
　
N

　
一
九
五
七
年
旧
司
法
補
助
官
法
か
ら
一
九
六
九
／
七
〇
年
の
新
司
法
補
助
官

の
制
定
へ
と
た
ど
つ
た
裁
判
官
の
負
担
軽
減
の
道
は
、
我
国
に
司
法
補
助
官
制

度
を
導
入
し
な
い
ま
で
も
、
書
記
官
と
か
執
行
官
の
権
限
拡
大
に
よ
る
裁
判
官

の
負
担
軽
減
の
道
を
示
唆
す
る
．
そ
し
て
新
司
法
補
助
官
法
の
欠
点
は
、
そ
の

際
に
十
分
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
司
法
補
助
官
制
度

を
我
国
に
導
入
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
司
法
補
助
官
の

質
的
向
上
で
あ
り
、
不
服
申
立
制
度
を
通
し
て
す
る
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
認
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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